
安全に関する注意事項 

 高岡市パワーリフティング協会 

  

パワーリフティング競技は極限の重量を扱うため、大怪我をする等の不測の事態が生じる危険がありま

す。 選手、役員、スタッフ等の大会関係者全員は、このことを十分に理解した上で安全確保に努めるとと

もに、 競技会場及びウォーミングアップ場においては、下記に例示する注意事項を遵守して大会に臨むよ

うお願いします。 

 

 ≪選手の注意事項≫  

① カラー未装着が原因で落下したプレートによる怪我  

⇒ウォームアップの場合も、必ずカラーを取付けて実施すること。  

② スーツ類の破れによる怪我  

⇒スーツ類の劣化や縫い目等について、自己チェックを徹底すること。  

③ スクワット及びベンチプレスのバーベル落下による怪我  

⇒選手は慎重にスタートポジションを取り、シャフトをしっかり握ること。 特に、スクワットのバー

ベル落下は、選手ばかりか補助員も巻き込む大きな怪我につながるおそ れがあるので、選手は試技途

中で立ち上がれない場合でも、絶対に後ろへ投げ出さないこと。必ず肩に担いだままで、補助員の手

助けを借りて立ち上がること。  

④ デッドリフトのフィニッシュ後半での怪我  

⇒ダウンの合図後に足先へプレートを落下させないよう、スタンスに注意すること。  

⑤ 体調不良による怪我  

⇒安全を優先して、棄権する勇気も必要です。 

 

≪補助員の注意事項≫ 

① スクワット及びベンチプレスの挙上失敗に伴う怪我  

⇒外したプレート等は、つまずいたりしないように、足元近辺には絶対に置かないこと。又、常に バ

ーベルの落下を想定して、選手の動きを見ながらしっかりと補助の構えを取ること。 特に、ベンチプ

レスで万一の場合の補助動作では、プレート内側直近部分のシャフトを絶対に持 たないこと。必ず、

シャフトの中央部分やプレート外側部分又はプレート自体を持つこと。  

② ベンチプレスのバーベル受け渡しの不手際による怪我 

 ⇒センター補助は、選手にバーベルを確実に受け渡しができるように、手を離す際には慎重に行う こ

と。  

③ デッドリフトの後方転倒に伴う怪我 

 ⇒センター補助は、選手と一緒に倒れることを避けるために、腰を落として補助の構えを取り、選 手

の動きをよく見ること。 

 



 ≪その他の注意事項≫  

① 会場設営時や撤収時  

⇒プレート、ラック等の重量物運搬中に、手指、足、腰等に怪我をするおそれがあります。十分 に注

意して作業を行うこと。大会終了後は疲れているので、慌てずに慎重に行うこと。 

② 見学、応援時  

⇒ウォーミングアップ上では、器具周辺から離れて見学し足元に注意すること。 

③ 会場内全体  

⇒大会会場に掲示されている施設利用上の注意事項、指示事項、禁止事項等に従うこと。 

 

★大会期間中は傷害保険に加入しています。万一、会場内で怪我をした場合は、速やかに大会事務局又は大

会実行委員長に申し出て下さい。大会終了後又は通院治療後でも構いません。  

★怪我とは別に、気分が悪くなったり、体調を崩したりした場合は、休日診療先を案内しますので、遠慮な

く大会事務局に申し出て下さい。 

 以上 


